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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はUボックスユビキチンリガーゼファミリーのメンバーをコードします。コードされているタンパク質はマルチユビキチン鎖の組み立てに関与し、セキュリンのポリユビキチン化を介して染色体の凝縮と分離に重要な役割を果たします。コードされているタンパク質に対する自己抗体は、強皮症およびクローン病のマーカーとなる可能性があります。この遺伝子の偽遺伝子は3番染色体長腕に位置しています。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年2月],機能：既に形成された複合体のユビキチン部分に結合し、E1、E2、およびE3と連携してユビキチン鎖の組み立てを触媒します。,配列注意：配列の汚染。潜在的なポリA配列。,類似性:ユビキチン結合因子E4ファミリーに属します。,類似性:1つのUボックスドメインを含みます。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解;
	画像データ
	

	UBE4Aポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ラット筋肉の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット筋肉の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス筋肉の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

